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土 土 火 月 日 木 木 曜

町
内
会
長
・
班
長
会

ま
ち
協
定
期
総
会

ま
ち
協
理
事
会

宮
中
入
学
式
、
始
業
式

宮
小
入
学
式
、
始
業
式

春
の
環
境
整
備

宮
保
育
園
入
園
式

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談
（
交
流
館
）

行

事

内

容

公

民

館

か

ら

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
所
蔵
作
品
展
示

（
５
月
末
ま
で
）

■
４
月
の
公
民
館
定
休
日

13
日
（
月
）
27
日
（
日
）
30
日
（
木
）

■
４
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

６
日
（
月
）
13
日
（
月
）

20
日
（
月
）
27
日
（
月
）

世帯数 ８２０戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
199 164 363

15～

64歳
720 744 1,464

65歳

以上
331 458 789

合計 1,250 1,366 2,616

一之宮町の人口情勢

3月1日現在・単位：人

■平成27年度温泉施設
利用券について
市が発行する利用券で指定

温泉施設が年間20回まで半

額で利用できます。

○対象者

・4/1現在において高山市に住所を有する65歳以上の方

（4/2以降に65歳になる方は次年度以降の対象となります）

・4/1現在において身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福

祉手帳をお持ちの方

○配付期間

4月1日～6月30日（※H27年度より変更となります）

※本人確認書類（運転免許証、健康保険証など。障がい者の方

は障害者手帳）をお持ちください。（代理人の場合も同様）

○配布場所

支所地域振興課、本庁高年介護課、総合・山王福祉センター、身障

会館

★
春
は
新
生
活
ス

タ
ー
ト
の
季
節
で

す
図
書
館
は
暮
ら
し

に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま

な
本
や
雑
誌
を
と
り

そ
ろ
え
て
、
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。新

生
活
に
ぜ
ひ
図
書
館
を
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

★
お
知
ら
せ

自
動
貸
出
機
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
画
面
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

わ
か
ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ス
タ
ッ

フ
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

★
今
月
の
特
集

「
お
や
す
み
な
さ
い
」
の
絵
本

一
日
の
終

わ
り
「
お
や

す
み
な
さ
い
」

の
そ
の
前
に
、

家
族
が
ふ
れ

あ
う
絵
本
を

紹
介
し
ま
す
。

お
や
す
み

前
の
読
み
聞

か
せ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

４
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

手
遊
び
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

つ
ぶ
や
き

女
川
町
へ
同
行
し
て
き
ま
し
た
。
高
台
に
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
１
階
の
所
ま
で
津
波
が
き
た
と
い
う
病
院
に
立

ち
、
そ
の
情
景
を
思
う
と
、
涙
が
出
そ
う
で
し
た
。
復

興
が
十
分
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
の
皆
さ
ん

は
気
丈
に
頑
張
っ
て
み
え
る
と
感
じ
ま
し
た
。
日
頃
の

自
分
を
振
り
返
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
旅
行
に
な
り
ま

し
た
。
（
山
腰
）

編集後記： 町づくり協議会が発足して、２年目に入ります。役員の交代
などもあり各部会の活動も新しい企画も生まれると思います。そんな活動

を楽しみにして、広報にも取り入れていきたいと思います。お気づきの点

や意見等どしどし聞かせていただきたいと思います。今年度もよろしくお

願いします。（広報委員長：山腰進）

■
主
な
改
正
点

◇
市
の
指
定
管
理
の
公
的
施
設
管
理
業
務
を
ま
ち
協
が

受
託
し
ま
す
。

◇
事
務
局
長
を
事
務
長
と
し
、
役
員
か
ら
外
す
と
と
も

に
町
外
か
ら
も
就
任
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◇
役
員
選
考
規
定
を
設
け
て
円
滑
な
役
員
選
出
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す

◇
総
会
の
代
議
員
を
、
こ
れ
ま
で
の
各
事
業
部
会
か
ら

推
薦
す
る
５
名
に
つ
い
て
３
名
に
し
ま
す
。

◇
事
業
部
会
に
「
本
部
」
を
新
た
に
加
え
、
「
本
部
」

と
「
部
会
」
で
事
業
部
会
を
構
成
し
ま
す
。

◇
広
い
視
野
か
ら
広
報
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
広
報

委
員
会
を
本
部
所
属
と
し
ま
す
。

◇
部
会
の
う
ち
、
「
総
務
環
境
部
会
」
を
「
町
内
会
長

会
」
と
し
て
整
備
し
、
こ
れ
ま
で
の
連
合
町
内
会
的

機
能
も
集
約
化
す
る
部
会
と
し
ま
す
。

◇
総
括
会
議
に
町
内
会
長
会
代
表
及
び
副
代
表
を
構
成

員
に
加
え
、
町
内
の
情
報
、
意
向
を
よ
り
ま
ち
協
運

営に

反
映
で
き
る
体
制
に
し
ま
す
。

◇
専
門
委
員
会
を
規
約
上
に
定
め
明
確
に
し
ま
す
。

◇
ま
ち
協
運
営
に
広
く
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
「
諮

問
機
関
等
」
の
設
置
を
規
約
上
に
定
め
ま
す
。

ま
ち
協
が
臨
時
総
会
開
催

機
構
改
革
で
公
的
施
設
管
理
室
を
新
た
に
設
置

一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
一
之
宮
町
社
会
教
育
推
進
運
営
委
員

会
が
受
け
て
き
た
一
之
宮
公
民
館
な
ど
の
施
設
管
理
を
ま
ち
協
が
受
託
す
る
こ
と
に
伴
い
、
ま
ち
協
の
規
約

改
正
を
行
う
必
要
か
ら
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
１
年
間
実
施
し
て

き
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
改
善
点
を
洗
い
出
し
、
規
約
改
正
を
し
て
機
構
な
ど
に
反
映
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
３
月
13
日
に
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し
、
そ
れ
を
受
け
て
17
日
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。臨

時
総
会
に
は
代
議
員
23
人
が
出
席
し
（
こ
の
ほ
か
委
任
状
10
人
）
、
一
之
宮
上
班
の
大
江
伸
司
さ
ん
を

議
長
に
選
び
規
約
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ま
ち
協
だ
よ
り
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総 会

理事会

総括会議

監 事

諮問機関

健康福祉部 社会教育部産業振興部町内会長会

公的施設

管理室

事務局

本 部

有識者会議

防災防犯委員会
体育委員会

福祉委員会

女性委員会

文化教養委員会

青少年育成委員会

一之宮町まちづくり協議会組織図

広報委員会

役員選考委員会

代議員（班長２５、部会推薦者３×４）

計３７名

町内会長６、部会長４、部会推薦者１２

計２２名

まち協会長、副会長２、会計、部会長３

町内会長会３、事務長 計１１名

町内会長会７名 構成は下記連携

組織の代表者 下記委員会の代表者等 下記委員会の代表者等

事務長、事務職員

会長

副会長

会計

部会長

副部会長

会計

部会長

副部会長

会計

部会長

副部会長

会計

・観光協会 ・商工会

・桜を守る会 ・宮笠愛好会

・ローラースキー実行委員会

・生きびな桜まつり実行委員会

・林業グループ・グリーン体験塾

・地域営農推進協議会

・ＮＰＯひだ位山ふるさと学校

・バイカモ守る会

・社会福祉協議会

・長寿会

・民生児童委員会

・宮保育園 ・宮小学校

・宮中学校 ・宮小ＰＴＡ

・宮中ＰＴＡ・高校父母の会

・宮っ子育む会

は連携組織名

大江伸司議長により審議が行われた臨時総会

一 之 宮 町 公 的 施 設 管 理 組 織
（一之宮公民館・飛騨位山文化交流館）

一之宮町まちづくり協議会

一之宮町公的施設管理室

一之宮町公的施設管理運営委員会

室長・・・・1名

次長・・・・1名

庶務・・・・1名

会計・・・・1名

まち協部会長・・・２名

利用者団体代表・・・１名

管 理 運 営 委 員 会

室長・・・・1名

次長・・・・1名

庶務・・・・1名

会計・・・・1名

主任管理者

公民館管理従事者 交流館管理従事者

副主任管理者

構成は 構成は



一
之
宮
町
か
ら
30
人
が
３
月
20
日
か

ら
22
日
に
か
け
て
宮
城
県
女
川
町
を
訪

問
し
、
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
舎
完
成
記
念
式
典

「
ま
ち
び
ら
き
」
で
復
興
へ
の
取
組
み

を
祝
う
と
と
も
に
、
一
之
宮
町
か
ら
の

義
援
金
等
を
手
渡
し
、
桜
の
町
同
士
の

絆
を
深
め
ま
し
た
。

一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主

催
し
た
「
女
川
町
復
興
応
援
ツ
ア
ー
」

に
は
田
邊
重
敏
ま
ち
協
会
長
は
じ
め
、

武
川
尚
一
之
宮
支
所
長
や
山
本
茂
宮
中

学
校
長
、
山
腰
美
花
さ
ん
ら
宮
中
学
生

４
人
、
一
般
申
込
者
等
30
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

20
日
夜
９
時
半
に
出
発
後
、
車
中
泊

し
て
翌
21
日
７
時
に
現
地
に
着
い
て
、

Ｊ
Ｒ
石
巻
線
の
女
川
ま
で
の
全
線
開
通

祝
賀
式
典
に
臨
む
と
い
う
ハ
ー
ド
な
行

程
で
し
た
が
、
参
加
者
は
疲
れ
た
様
子

も
見
せ
ず
、
女
川
駅
開
業
に
合
わ
せ
て

本
格
的
な
復
興
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
現

場
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

式
典
後
は
二
手
に
分
か
れ
て
、
津
波

の
影
響
を
受
け
た
金
華
山
と
女
川
中
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

宮
中
の
生
徒
４
人
を
は
じ
め
関
係
者

は
女
川
中
学
校(

生
徒
数
１
９
７
名)

と

の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
交
流
会

で
は
、
生
徒
会
が
集
め
た
義
援
金
や
山

腰
曠
さ
ん
寄
贈
の
臥
龍
桜
の
絵
、
大
幢

寺
住
職
金
岡
勝
一
さ
ん
の
色
紙
を
贈
り
、

ま
た
宮
小
学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

渡
し
、
お
互
い
の
学
校
紹
介
や
意
見
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

夜
は
宿
泊
先
ホ
テ
ル
で
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
女
川
町
で
桜
の
植
樹
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
女
川
桜
守
り
の
会
」
へ
義

援
金
50
万
円
や
特
産
の
宮
笠
、
一
之
宮

産
の
米
、
カ
ー
ボ
テ
ッ
ク
の
炭
、
水
無

神
社
の
お
神
酒
、
飛
騨
の
水
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

８
２
７
名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
女
川

町
で
す
が
、
３
分
の
１
の
復
興
が
進
ん

だ
程
度
と
式
典
で
町
長
が
述
べ
て
い
ま

し
た
。
防
潮
堤
は
造
ら
ず
、
山
を
削
っ

て
低
地
を
埋
め
、
家
も
高
台
に
つ
く
る

計
画
で
す
。
ま
だ
、
土
地
の
整
備
が
で

き
て
い
な
い
た
め
か
、
仮
設
住
宅
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は
元
野
球

場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
作
ら
れ
て
い
て
、

ま
さ
に
仮
に
急
い
で
作
っ
た
と
い
う
感

じ
で
し
た
。

一
行
は
、
高
台
に
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
１
階
ま
で
津
波
が
き
た
と
い
う
女

川
町
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
、
中
学
生
が

中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
造
ら
れ
た
と

い
う
「
い
の
ち
の
石
碑
」
な
ど
の
震
災

遺
構
や
昨
年
贈
っ
た
臥
龍
桜
を
見
学
、

ま
た
「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」
を
散

策
し
て
震
災
後
有
名
に
な
っ
た
「
女
川

丼
」
を
食
べ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

今
回
、
女
川
町
へ
行
っ
た
中
学
生

は
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
く
れ

ま
し
た
。
「
テ
レ
ビ
で
み
た
印
象
と
違
っ

て
ま
だ
ま
だ
復
興
が
で
き
て
い
な
い
印

象
。
募
金
や
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え

る
な
ど
し
て
い
き
た
い
」
「
生
徒
が
元

気
で
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ

て
よ
か
っ
た
」
「
石
碑
を
中
学
生
が
考

え
、
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
っ
た
こ

と
が
素
晴
ら
し
い
」
「
強
い
地
域
の
絆
、

団
結
力
が
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
く
れ

た
と
思
っ
た
」

「
女
川
い
の
ち
の
石
碑
」
の
内
容

〜
千
年
後
の
命
を
守
る
た
め
に
〜

①
非
常
時
の
助
け
合
い
に
普
段
か
ら
絆

を
強
く
す
る

②
高
台
に
町
を
つ
く
り
、
避
難
路
を
整

備
す
る
。

③
震
災
の
記
録
を
後
世
に
残
す
。

〜
夢
だ
け
は
壊
せ
な
か
っ
た
大
震
災
〜

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第１１号

平成27年4月1日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

平成２７年４月１日（水）第１１号

１ ４

まち協のメンバーとして、飛騨宮笠愛好会があります。そ

の会員は、春を特別の想いで迎えます。冬の間の宮笠講座で

作った（問坂さんにだいぶ手直ししていただいたりしますが・・・）

笠がようやく完成し、農作業などでそれを使う時期になるか

らです。

かつては一大産業だった宮笠の製造ですが、その頃も、冬

の間に作りためた笠を出荷する時期として、春は賑やかだっ

たそうです。年配の方に伺った話ですが、女性でもなかなか

おしゃれをすることがなかった昔は、二十四日市で新しい女

笠（傾斜が緩い平たい笠）を買ってもらい、春になって真新

しい笠を田畑で使うのがささやかな楽しみだったとのこと。

今も昔も、春は新しい笠を楽しみにする季節のようです。

飛騨宮笠愛好会として、その楽しみがずっと引き継がれるよ

う少しでもお手伝いをしていきたいものです。

下の写真は今回の女川町ツアーで寄贈した宮笠を、記念に

と進呈した法被とともに早速身に着けて行事に参加する「桜

守りの会」の方々です。（広報委員：中島照雅）

贈呈式では義援金のほか宮笠など一之宮の特産品を贈りました。

３
月
は
卒
業
の
季
節
。
一
之
宮
で
は
園

児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
76
人
が
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
向
け
て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

宮
中
学
校
で
は
３
月
６
日
に
卒
業
式
が

行
わ
れ
26
人
が
校
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

式
で
は
在
校
生
の
代
表
が
送
辞
を
述
べ
て

「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」
を
歌
っ
て
送
り
出
す
と
、

そ
れ
に
答
え
て
卒
業
生
の
代
表
が
答
辞
を

述
べ
、
「
３
月
９
日
」
な
ど
を
歌
っ
て
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

宮
小
学
校
で
は
23
日
に
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
28
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
式
で
は
卒

業
生
が
将
来
の
抱
負
を
元
気
に
宣
言
す
る

と
、
在
校
生
も
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
感

一
之
宮
町
子
ど
も
見
守
り
隊
意
見
交
流

会
が
２
月
28
日
に
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
見
守
り
隊
が
新
し
く
発
足
し
た

の
を
機
に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
保
護

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係
者
が
意
見
を

交
わ
し
て
今
後
の
活
動
に
生
か
そ
う
と
開

か
れ
た
も
の
。

交
流
会
に
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
５

人
や
宮
小
学
校
の
中
川
校
長
、
宮
中
学
校

の
田
中
教
頭
を
は
じ
め
、
17
人
が
参
加
し

て
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
で
は
、
子
ど
も
達
の
あ
い
さ
つ
の

態
度
で
の
良
い
面
や
悪
い
面
、
自
分
た
ち

の
意
識
の
持
ち
方
、
地
域
の
参
加
の
広
が

り
な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

こ
う
し
た
交
流
会
は
今
回
初
め
て
開
か

れ
た
も
の
で
、
活
動
や
組
織
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
今
後
も
継
続
し
て
情
報
交
換

を
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル
の
閉
講
式
が
３
月

14
日
に
、
参
加
し
た
子
ど
も
達
や
講
師
の

先
生
、
実
行
委
員
な
ど
70
人
ほ
ど
が
集
ま
っ

て
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
、
子
ど
も
達
が
サ
ー
ク
ル

ご
と
に
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
「
一
之

宮
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
分
か
っ
た
」

「
大
正
琴
の
大
会
に
出
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
お
点
前
が
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
「
卓
球
の
楽
し
さ
が
分
か
っ
た
」

「
ス
キ
ー
大
会
の
力
に
な
っ
た
」
な
ど
と

い
っ
た
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
度
の
サ
ー
ク
ル
は
５
種
目
に
61
人

が
参
加
し
、
６
月
か
ら
３
月
ま
で
各
８
回

実
施
。
こ
の
う
ち
卓
球
で
は
冬
季
の
寒
さ

を
避
け
る
た
め
夏
季
に
開
講
、
大
正
琴
で

は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
工
夫
し
た

運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
見
守
り
隊
が
交
流
会

今
後
の
隊
活
動
の
充
実
図
る

宮 笠

一人ひとり感想を述べる子ども達

謝
の
言
葉
を
述
べ
、
厳
粛
な
中
に
も
心
温

ま
る
卒
業
式
で
し
た
。

宮
保
育
園
で
は
24
日
に
卒
園
式
が
行
わ

れ
、
22
人
一
人
ひ
と
り
が
保
育
証
書
を
受

け
取
っ
た
後
に
、
園
で
一
番
楽
し
か
っ
た

こ
と
と
、
小
学
校
で
や
り
た
い
こ
と
を
大

き
な
声
で
発
表
し
ま
し
た
。
思
い
出
を
ス

ラ
イ
ド
で
振
り
返
り
、
園
児
の
歌
の
ほ
か

先
生
や
職
員
の
送
る
歌
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

法被を着て記念式典に参加した一行

女川中の生徒から石碑説明を

聞いた後一緒に記念写真

保
・
小
・
中
で
卒
園
・
業
式

76
人
が
新
し
い
ス
テ
ッ
プ
へ

将来の抱負を宣言する宮小卒業生

最後の歌を合唱する宮中卒業生

証書受取り後、元気に発表する卒園児

意見を出し合う見守り隊の出席者

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル
閉
講
式

活
動
振
り
返
り
全
員
が
発
表


